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4-1 本格運⾏に向けた課題 
平成 27 年度に比べ運行回数を 12 回から 6回へ減便（50％減）したが、一日あたりの運賃収入

は 23％減に留まっているため、全体として乗車効率が向上したと思われる。 

さらに、今回の実験では、南部病院前バス停～琉球ガラス村前バス停までの区間を住宅の多い

旧国道（小波蔵～南波平）を運行するルートに変更したことにより、市民利用も増加したと推察

される。 

また、利用実態調査の結果から、利用者の 7 割～8 割が観光客に利用されている等、糸満市へ

の観光誘客及び観光振興に大きく貢献している事が伺える。 

しかしながら、運賃収入に対する運行経費の割合から算出する収支率は昨年度から約 13 ポイ

ント向上して 38.6％となっているものの、依然、採算性は低いままである。 

本格運行に向けた課題として、一定程度の速達性を保ちつつ観光客及び糸満市民の利用促進に

向けた運行ルート及びダイヤの見直しや他市町村へのバス停の追加検討、運行形態の見直しが必

要であると考えられる。 

4-2 課題解決に向けた検討 

本実験時における区間乗車人数と運行距離を勘案し、入域観光客の利用者数が多く事業効

果の最も高いと考えられるサザンビーチ・道の駅いとまん～那覇空港間の本格運行につい

て、路線バス事業者、沿線事業者との協議を進める。将来的には名城地区に立地予定の大型

ホテル等からの協力も視野に入れ、事業効果を勘案しつつ段階的に本格運行路線の延長を目

指して行く。 

4-2-1 本格運⾏時の経路検討 

現在、那覇空港から豊見城市豊崎地区を結ぶ路線として那覇バスが運行している系統 95 番

線が現存し、1時間に 1 本（1往復）の頻度で運行している。本実験結果から事業効果が高い

と考えられる区間と 95 番線の経路が豊崎地区まで重なっていることから、本格運行の経路案

として 95 番線と連携した新路線の運行時刻表を検討した。 

95 番線の便数を倍増し、1時間に 1 本豊崎地区を経由した便を糸満市まで延長した場合、

上下線でそれぞれ 9 本運行することができる。さらに、豊崎地区を経由することで、豊見城

市の大型商業施設を利用する観光客を糸満市へ引き込む導線となることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲95 番線と連携した新路線の運行時刻表（案） 
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4-2-2 貨客混載の可能性（参考事例） 

近年、北海道や岩手、愛知、京都、宮崎などで路線バスに貨物を載せて運行する「貨客混

載」により、路線バスの増収ひいては地方路線の維持、物流の効率化に向けた取組み事例が

増えている。※下記イメージ図参照（出典：平成２８年度地域公共交通シンポジウム in 中部） 

取組の主体は路線バス事業者と佐川急便やヤマト運輸などの貨物自動車運行事業者（物流

業者）となっており、現在は道路運送法第 82 条に基づき、路線バス（旅客車両）に少量の貨

物を混載する形で実施されている。今後は、過疎地等に限りトラック（貨物車両）に旅客を

混載できるような制度改正も検討されている。 

これらを踏まえ、糸満市西崎（道の駅いとまん北側）にも沖縄ヤマト運輸サービスセンタ

ーが立地し、那覇空港（沖縄ヤマト運輸国内貨物支店）間をコンテナ輸送していることか

ら、将来的には同区間の運行を検討していた「いとちゃんバス」による貨客混載、さらには

市内配送を「いとちゃん mini」で行い、得られた運送収入により運行を維持していく事も考

えられる。 
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▲95 番線と連携した新路線のダイヤ（案） 
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出典：平成２８年度地域公共交通シンポジウム in 中部 

   「貨客混載による地域交通の維持について」岩手県北自動車株式会社
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4-3 観光プログラム（＝ガイド）の有償化を視野に⼊れた検討 

今年度の観光プログラムは、平成 27 年度に実施した観光プログラムの内容を見直し、今年度

新たに運行区域に追加した兼城地区の観光資源をコースに加えた計11コースを企画・実施した。

なお、前年度同様、実証実験としての取り組みであるため、観光プログラムの参加料金（ガイド

料金）は無料とした。 

実施結果とて、平成 27 年度前回に比べて観光プログラムの実験実施期間は 203 日間から 131

日間と減少したが、稼働率は 60.3％と 5.6 ポイント上昇、満足度も高く、さらに、観光プログラ

ムの実験終了後もいとちゃん予約センターや糸満市観光協会へ観光客から問い合わせがあり、糸

満市観光協会としてコース案内を実施するなど、一定の需要はあったと推察される。 

その理由として、利用者アンケート結果より「自由にコースを選択できること」「地元の人の

ガイド付きであること」「いとちゃん mini で効率よく周遊できること」の３点があげられる。 

特に、満足度に関しては「まあまあ満足した」「満足した」を合わせると 98％と高く、「ガイド

の対応が良かった」との自由意見が多かったことから、ガイドの貢献度は高かったと思われる。 

ガイドが付くことで、ガイドブックに載っていないこと、地元の人しかわからないことなど「地

域性の高い情報を得ることができる」ことや、「地元の人との交流が体験できる」など観光客に

とって付加価値が高くなる。事実、利用者アンケートではガイド料をとるべきなどの意見もあっ

た。 

以上のことから、いとちゃん mini を利用した観光プログラムの本格実施に向けては、観光協

会が独自で実施している観光プログラム「あ・るっく糸満」（参加料一人 1,500 円）として実施

することが考えられる。 

 

 

▲「あ・るっく糸満」パンフレット 

1,500 

▲現在の「あ・るっく糸満」全６コース 


